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令和 4 年11月号

いつ起こるかわからない災害に備えて
10月2日、津波避難訓練を実施しました。非常食や飲料水など非常時の持出品を改めて
確認し、迅速に避難行動に移せるよう日頃から備えましょう。 （関連記事2ページ）
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特

　集

特

　集
10月2日津波避難訓練を実施

【避難者カード】

【問合せ】総務課　☎（42）2112

町内全域を対象に津波避難訓練を実施しました。新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、３年ぶりに行った今回の訓練では 856人
の参加がありました。この訓練は、大地震の発生により大津波警報
が発表された後、津波の到達時刻までに、住民の皆さんが町内の津
波避難ビルや津波避難場所まで実際に避難し、避難経路や避難の所
要時間を確認することで災害時に適切な避難を行えるようにするこ
とを目的としています。
ご参加いただいた皆さん、また、津波避難施設をはじめ消防署（団）
や自主防災会、区・自治会、アマチュア無線クラブ、社会福祉施設など関係団体にご協力をいただき、
ありがとうございました。

今回の訓練では、実際の災害時においても避難所で記入してい
ただく「避難者カード」を事前に区長回覧で配布しました。
災害時には、一斉に避難所に人が集まることが予想されるため、
事前に記入しておくことで受付の混雑を少しでも軽減することを
目的としています。
今回事前に記入してきた方もそうでない方も、実際の災害時に
備えて、記入できる部分（氏名や家族構成、住所など）を記入して
おき、避難する際に持参することで円滑な受け入れを行うことが
できるようになります。
※�「避難者カード」は、総務課窓口での配布や町ホームページから
ダウンロードできます。

災害から身を守るために　　　～津波災害編～

▲訓練の様子
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防災特集記事
11月
津波対策を進めています

日頃から防災意識を高めましょう

津波警報ですぐ避難！

平成 23年３月 11日に発生した東日本大震災では、東北を中心に甚大な被害を受けました。千葉県
内でも旭市などで 14人が津波により命を落とされました。
津波から命を守るため、町は津波ハザードマップの作成や津波避難施設となる民間企業との協定締
結、防災組織の機能強化などを行っています。また、千葉県では、海岸堤防・河川堤防の設置やかさ上
げなど、現在でも各機関で津波対策を進めています。

ハザードマップで災害のリスクや避難場所の確認をしたり、
どのように避難するのか手段を検討したりしておくことが重要
です。さらに、災害の情報を適切に把握し、情報の種類に応じ
て、自分自身がどのように行動すべきなのか理解をしておくこ
とで、災害時においても適切な行動をとることができるように
なります。加えて、家族や親戚、知人の方と災害時にお互いが協
力し、助け合えるよう備えておくことも大切です。
※�非常時の持ち出し品の例などは広報６月号の防災特集記事を
ご覧ください。

今年の１月 15日午後１時頃、トンガ諸島付近で発生した大規模噴火の影響により、１月 16日午前
０時 15分から午後２時まで、町でも「津波注意報」が発表されました。
津波警報や津波注意報が発表された際に落ち着いて最善の行動をとれるようにしましょう。

町内には、25箇所の指定緊急避難場所があります。自宅や職場近くの避難場所を確認しておきま
しょう。※津波の指定避難所に「東浪見小学校」と「中央公民館」は含まれていませんので注意してく
ださい。

災害から身を守るために　　　～津波災害編～

情報種類
予想される津波の高さ

とるべき行動と想定される被害数値での発表
（発表基準）

巨大地震の
場合の表現

大津波警報

10m超
（10m<高さ）

巨大

　沿岸部や川沿いにいる方は、ただちに津波
避難ビルや津波避難場所などの高い場所を目
指して急いで避難してください。
※�津波は繰り返し襲ってくるので、津波警報
などが解除されるまでは安全な場所から離
れないでください。

①大津波警報⇒木造家屋が全壊・流失。
②�津波警報⇒標高の低いところでは津波が襲
い浸水被害が発生。

①・②いずれも人は津波による流れに巻き込
まれます。

10m
（5m<高さ≦10m）

5m
（3m<高さ≦5m）

津波警報 3m
（1m<高さ≦3m） 高い

津波注意報 1m
（20cm≦高さ≦1m） －

　海の中にいる方は、ただちに海から上がって海
岸から離れてください。注意報が解除されるまで
は海に入ったり、海岸に近づかないでください。
海の中では人は速い流れに巻き込まれます。



　
最
終
予
算
額
61
億
２
３
９
８
万
円
に
対

し
、
歳
入
総
額
は
61
億
３
５
４
３
万
円
、

歳
出
総
額
は
58
億
５
７
４
６
万
円
で
し

た
。
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
引
い

た
額
は
２
億
７
７
９
７
万
円
、
翌
年
度
へ

の
繰
越
事
業
の
財
源
２
２
５
３
万
円
を
差

引
い
た
実
質
収
支
額
は
２
億
５
５
４
４
万

円
で
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
貯
金
は
、
１
億
２
６
８
９

万
円
を
取
り
崩
し
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と

応
援
基
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
中
心
に

７
億
７
９
５
９
万
円
の
積
立
て
を
し
ま
し

た
の
で
６
億
５
２
７
０
万
円
増
加
し
、
年

度
末
残
高
は
22
億
７
２
３
０
万
円
で
す
。

■
主
な
歳
入
の
概
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、
減
収
し
て
い
た
町
税
が
回
復
の

兆
し
を
見
せ
始
め
、前
年
よ
り
２
８
５
７
万

円
増
加
の
14
億
６
２
８
０
万
円
と
な
り
、歳

入
全
体
の
約
24
％
を
占
め
ま
し
た
。町
税

の
う
ち
、固
定
資
産
税
は
３
年
に
１
度
の

家
屋
評
価
額
見
直
し
の
年
度
に
該
当
し
た

た
め
約
１
３
０
０
万
円
減
収
し
ま
し
た
が
、

新
築
の
需
要
は
引
き
続
き
拡
大
傾
向
で
あ

る
た
め
、今
後
の
回
復
が
見
込
め
ま
す
。

　
地
方
交
付
税（
本
来
、地
方
の
税
収
入
と

す
べ
き
税
金
な
ど
を
国
が
代
わ
り
に
徴
収

し
、
必
要
に
応
じ
て
地
方
に
再
分
配
す
る

お
金
）は
算
定
科
目
の
増
設
も
あ
り
、前
年

比
で
２
億
３
８
０
５
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
指
す
国
庫
支

出
金
は
前
年
比
で
８
億
６
９
６
２
万
円
減

収
し
ま
し
た
。こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
す
る
支
援
事
業
が
縮
小
し
た
影
響

が
大
き
く
、
感
染
症
の
影
響
が
徐
々
に
小

さ
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
も
読
み
取
れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、引
き
続
き
行
わ
れ
て
い

る
中
央
ポ
ン
プ
場
の
改
修
事
業
や
、町
道

１
の
７
号
線
の
拡
幅
事
業
、
防
災
行
政
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
な
ど
は
町
債
を
財
源

と
し
て
お
り
、そ
の
借
入
額
は
前
年
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
ず
３
億
７
６
７
０
万
円
で
し
た
。

一
般
会
計

■特別会計の状況

会　計　名 歳入決算額
歳出決算額

対前年度
増減率 歳入歳出差引

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計

15億3,927万円 2.2％増 8,963万円14億4,964万円 1.9％増

介 護 保 険 特 別 会 計 10億9,001万円 1.1％減 1,785万円10億7,216万円 1.0％増

後期高齢者医療特別会計 1億7,054万円 2.5％増 1万円1億7,053万円 2.6％増
農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計

1億 769万円 12.9％増 188万円1億 581万円 20.1％増

合 計 29億 751万円 1.3％増 1億937万円27億9,814万円 2.2％増

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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令
和
３
年
度
一
般
会
計

 
歳
入
歳
出
決
算
を
公
表
し
ま
す
！

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
れ
だ
け
町
に
入

り
、ど
の
よ
う
な
事
業
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計歳入総額　61 億 3,543 万円
（対前年度　7 億 5,846 万円減、11.0％減）

町税

地方交付税

国庫支出金

繰越金

寄附金

その他

県支出金

町債

地方消費税交付金

14億6,280万円、23.8％
（2,857万円増、2.0％増）

14億3,481万円、23.4％
（2億3,805万円増、19.9％増）

11億6,196万円、18.9％
（8億6,962万円減、42.8％減） ※（　）内は対前年度

3億2,429万円、5.3％
（2,987万円増、10.1％増）

3億7,670万円、6.1％
（60万円減、0.2％減）

3億4,427万円、5.6％
（2億4,488万円減、41.6％減）

2億1,228万円、3.5％
（6,439万円増、43.5％増）

2億6,154万円、4.3％
（2,254万円増、9.4％増）

5億5,678万円、9.1％



　
総
務
費
は
、前
年
度
行
わ
れ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経
済
対
策「
特

別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
」や「
上
総
一
ノ

宮
駅
東
口
整
備
事
業
」が
終
了
し
た
こ
と
に

よ
り
、11
億
６
１
０
５
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、民
生
費
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
住
民
税
非
課

税
世
帯
や
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
給
付
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
な

ど
が
大
き
な
増
加
要
因
と
な
り
、前
年
比
で

２
億
９
４
７
２
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
に
お
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
な
ど
に
よ
り
、前

年
か
ら
１
億
１
９
１
５
万
円
増
額
し
た
ほ

か
、土
木
費
の
中
央
ポ
ン
プ
場
改
修
事
業
に

よ
る
対
前
年
比
92
・
５
％
増
も
今
年
の
歳
出

決
算
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　
公
債
費
は
、前
年
比
で
５
２
３
万
円
増
の

３
億
１
０
１
４
万
円
で
し
た
。今
後
も
老
朽

化
し
た
施
設
の
改
修
予
定
が
立
て
込
ん
で
お

り
、公
債
費
は
増
加
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、特
に
弾
力
性
の
乏
し
い
経
費
で

あ
り
、引
き
続
き
推
移
に
は
細
心
の
注
意
を

払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
主
な
歳
出
の
概
要

■
一
般
会
計
に
お
け
る
貯
金
の
推
移
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せ
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一般会計歳出総額　58億5,746万円
（対前年度　7億1,213万円減、10.8％減）

民生費

総務費

衛生費

諸支出金

公債費

その他

教育費

消防費

土木費

15億1,954万円、25.9％
（2億9,472万円増、24.1％増）

16億340万円、27.4％
（11億6,105万円減、42.0％減）

5億5,641万円、9.5％
（1億1,915万円増、27.2％増） ※（　）内は対前年度

3億6,062万円、6.2％
（3,020万円減、7.7％減）

3億8,149万円、6.5％
（5,283万円減、12.2％減）

3億1,014万円、5.3％
（523万円増、1.7％増）

2億3,001万円、3.9％
（2,197万円減、8.7％減）

5億246万円、8.6％
（2億4,141万円増、92.5％増）

3億9,339万円、6.7％

※�1人当たりの算出には�
令和4年3月31日現在
の人口を使用しています。�
（12,384人）

町民 1人当たり
が納めた税金

11万8,120円
（対前年度　1,488円増）

47万2,986円
（対前年度　6万1,257円減）

35億3,879万円
（１人当たり　28万5,755円）

貯金 22億7,230万円
（1人当たり18万3,487円）
土地 89万9,243㎡
建物 2万6,602㎡

町民 1人当たり
に使われたお金

町の財産

町の借入金

0

2

4

6

8
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14

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和3年度令和2年度

（ 単位：億円 ）12.5

10.5 10.2
8.8 8.6

12.5

6.4
7.2 7.0 7.6

6.3

10.3

財
政
調
整
基
金

そ
の
他
の
基
金

～令和 3 年度の主要事業～

□公共下水道施設（中央ポンプ場）整備事業
・中央ポンプ場の屋外施設や電気系統、ポンプ本体
などの老朽化が著しいため、大規模改修を行って
います。（2億8,569万円）

□防災行政無線デジタル化事業
・電波法の規制により今後見込まれるアナログ波
の完全停止に対応するため計画的に防災行政無
線のデジタル化を進めています。（4,279万円）

□土地改良施設維持管理適正化事業
・湛水防除施設である長生第二排水機場の電動ポ
ンプが老朽化により不具合が生じたため、これを
整備しました。（3,803万円）

□一宮海岸トイレ設置事業
・年間を通して利用客の多い一宮海岸において、常
設のトイレを新規に整備し、観光地としてのイ
メージアップおよび利便性の向上を図りました。
（3,553万円）
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全ての指標で基準値をクリア
〜 町の健全化判断比率・資金不足比率（令和 3 年度決算） 〜

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比
率

と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、『
北
海
道
夕
張
市
の
財
政

破
綻
問
題
』な
ど
を
教
訓
に
地
方
公
共
団

体
が
財
政
破
綻
に
陥
る
前
の「
早
期
健
全

化
基
準（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」
を
定
め
、

早
期
に
財
政
状
況
の
是
正
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

町
で
は
全
て
の
比
率
が
基
準
値
を
ク
リ

ア
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

◎
早
期
健
全
化
基
準
・
経
営
健
全

化
基
準（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）を

超
え
る
と
？

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定（
議
会
の
議

決
）や
外
部
監
査
の
要
求
が
義
務
付
け
ら

れ
、毎
年
実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
し
、公

表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◎
財
政
再
生
基
準（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）

を
超
え
る
と
？

財
政
再
生
計
画
の
策
定（
議
会
の
議
決
・

総
務
大
臣
へ
の
協
議
）や
外
部
監
査
の
要
求

が
義
務
付
け
ら
れ
、国
な
ど
の
関
与
の
も
と

確
実
に
財
政
再
生
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。さ
ら
に
、地
方
債
発
行
の
制
限
や
財

政
運
営
が
計
画
に
適
合
し
な
い
場
合
な
ど

は
、予
算
の
変
更
を
勧
告
さ
れ
ま
す
。

健 全 化 判 断 比 率 令和 3 年度 令和２年度 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

① 実 質 赤 字 比 率 ― ― 15.00 20.00
② 連 結 実 質 赤 字 比 率 ― ― 20.00 30.00
③ 実 質 公 債 費 比 率 5.1 5.7 25.0 35.0
④ 将 来 負 担 比 率 ― 23.3 350.0

■健全化判断比率の状況

■資金不足比率の状況

（単位：％）

（単位：％）

会　計　名　等 令和 3 年度 令和２年度 経営健全化基準
（イエローカード）

農業集落排水事業特別会計 ― ― 20.0

一
　
宮
　
町

普通会計 一　　般　　会　　計

公
営
事
業
計
画

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

公営企業会計 農業集落排水事業特別会計

長 生 広 域 な ど 一 部 事 務 組 合・ 広 域 連 合 な ど

地 方 公 社・ 第 三 セ ク タ ー な ど

各 

比 

率 

の 

解 

説

■
健
全
化
判
断
比
率

①
実
質
赤
字
比
率

普
通
会
計
に
お
け
る
実
質
収
支
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を

表
す
も
の
で
、
黒
字
の
場
合
は
数
値

が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
の
ほ
か
、
全
て
の
特
別

会
計
に
お
け
る
実
質
収
支
額
の
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
表
す
も

の
で
、
黒
字
の
場
合
は
数
値
が
あ
り

ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
公
債
費

や
債
務
負
担
行
為
償
還
額
の
ほ
か
、

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
や

九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
と
い
っ

た
一
部
事
務
組
合
の
公
債
費（
町
負

担
分
）を
含
め
た
、
実
質
的
な
公
債

費
相
当
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
。

④
将
来
負
担
比
率

地
方
債
現
在
高
・
債
務
負
担
行
為

の
翌
年
度
以
降
支
出
予
定
額
・
一
部

事
務
組
合
な
ど
の
地
方
債
の
元
利
償

還
金
に
充
て
る
負
担
見
込
額
・
退
職

手
当
支
給
予
定
額
の
う
ち
一
般
会
計

な
ど
負
担
見
込
額
を
合
算
し
た
、
将

来
町
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
。

■
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
を
判
断

す
る
指
標
で
、
公
営
企
業
毎
の
資
金

不
足
額
が
事
業
規
模
に
対
し
て
、
ど

の
程
度
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
、
黒

字
の
場
合
は
数
値
が
あ
り
ま
せ
ん
。

将

来

負

担

比

率

実

質

公

債

費

比

率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実質赤字
比率

資金不足
比率

健全化判断比率の対象範囲は？
対象会計などを図にすると次のようになります。



令和4年度上半期の財政状況（4月1日～ 9月30日）
一般会計予算額　51億4,585万円（収入率55.0％，支出率36.0％）

　令和4年度の一般会計予算は、47億2,100万円でスタートしましたが、9月末までに情勢の変化
などに伴う2回の補正と前年度からの繰越予算を加え、51億4,585万円です。
　今回は、皆さんに令和4年度上半期の予算執行状況を、一宮町財政事情の作成および公表に関する
条例に基づき、お知らせします。

一般会計の状況

特別会計の状況

予算現額　51億 4,585万円
収入済額　28億 3,097万円（55.0％）歳入 歳出 予算現額　51 億 4,585 万円

支出済額　18 億 5,304 万円（36.0％）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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民　 生　 費

総　 務　 費

衛　 生　 費

諸 支 出 金

教　 育　 費

土　 木　 費

公　 債　 費

消　 防　 費

そ　 の　 他

町　　　 税

地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

繰　 入　 金

地方消費税
交 付 金

寄　 附　 金

町　　　 債

そ　 の　 他

13億5,146万円
9億7,788万円

（72.4％）

10億5,000万円
9億5,848万円

（91.3％）

8億1,160万円
1億8,869万円

(23.3％）

3億9,772万円
4,962万円
(12.5％）

3億1,142万円
　0万円
（0％）

2億6,800万円
1億4,582万円
　（54.4％）

2億1,935万円
4,759万円
（21.7％）

2億2,990万円
　0万円
（0％）

5億 640万円
4億6,289万円

（91.4％）

12億3,690万円
5億4,828万円

（44.3％）

11億7,917万円
3億5,523万円

（30.1％）

6億 477万円
2億5,233万円

（41.7％）

4億 93万円
4,500万円
（11.2％）

3億6,619万円
1億5,153万円

（41.4％）

3億8,429万円
7,005万円
（18.2％）

3億2,763万円
1億4,120万円
　（43.1％）

2億4,952万円
1億2,332万円
　（49.4％）

3億9,645万円
1億6,610万円

（41.9％）

※上段：予算現額、下段：収入済額・支出済額、（　　）内：収入率・支出率を表す。
※予算現額には、令和３年度からの繰越額（1億 1,166 万円）を含む。

会　計　区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険事業特別会計 14億7,556万円 6億4,471万円 43.7% 5億2,338万円 35.5%

介 護 保 険 特 別 会 計 10億9,210万円 4億6,595万円 42.7% 4億3,185万円 39.5%

後期高齢者医療特別会計 1億8,279万円 7,184万円 39.3% 3,974万円 21.7%

農業集落排水事業特別会計 9,348万円 2,766万円 29.6% 2,972万円 31.8%



定
さ
れ
る
、と
し
て
い
ま
す
。先
述
し
た
布

施
塚
の
石
塔
も
広
常
の
供
養
塔
、と
す
る

伝
承
が
あ
る
一
方
で
、
別
人（
藤
原
景
清
）

と
す
る
伝
承
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

報
告
書
で
は
、
12
～
13
世
紀
の
居
館
の

発
掘
事
例
か
ら
、
広
常
の
居
城
は
台
地
上

で
は
な
く
、
低
地
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
実
際

発
掘
調
査
が
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、今
後
に
期
待
と
し
て
い
ま
す
。

本
報
告
書
は
30
年
前
の
も
の
で
す
が
、

そ
の
後
発
掘
調
査
を
含
め
、
学
術
調
査
は

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
時
か
ら
研
究

は
あ
ま
り
進
展
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

江
戸
時
代
の
地
誌
な
ど
で
は
、
特
に
こ
の

布
施
地
区
を
広
常
居
城
跡
と
し
て
有
力
視

し
て
お
り
、
広
常
伝
承
が
強
く
息
づ
い
て

い
た
地
域
で
あ
り
、
地
元
の
人
々
に
と
っ

て
の「
郷
土
の
誇
り
」と
し
て
大
切
に
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

�

（
学
芸
員　
江
澤
一
樹
）

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
42
）１
４
１
６

　

�

��

さ
て
、
大
河
ド
ラ
マ
も
い
よ
い
よ
佳
境

に
入
り
、
本
コ
ラ
ム
も
あ
と
５
回
で
最
終

回
を
迎
え
ま
す
。
今
回
か
ら
は
、
東
上
総

に
お
け
る
広
常
の
居
城
跡
と
伝
わ
る
主
な

場
所
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
一
か
所
目
は
い
す
み
市
下
布
施
の

布
施
殿
台
城
跡
で
す
。
い
す
み
市
は
東
上

総
地
域
に
お
い
て
特
に
広
常
に
ま
つ
わ
る

伝
承
が
多
い
地
域
と
な
り
ま
す
。

「
布
施
」の
地
名
は
、
広
常
の
冥め

い

福ふ
く

を
祈

る
た
め
に
、
広
常
の
一
族
に「
布
施
料
」

と
し
て
与
え
ら
れ
た
土
地
、
と
い
う
由
来

が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
城
跡
の
近
く
に
は
、
広
常
の

子
で
あ
る
岳
太
郎
が
溺
死
し
た
と
伝
わ
る

「
岳
太
郎
淵
」、
そ
の
菩
提
を
と
む
ら
う
た

め
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う「
小こ

児じ

守も
り

観か
ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

」も
所
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、尾
骨
橋
、布
施
塚
の
石
塔
な

ど
伝
承
が
残
る
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
う
い
っ
た
伝
承
が
あ
る
一
方

で
、
平
成
４
年（
１
９
９
２
）大
原
町（
当

時
）が
委
託
し
て
実
施
さ
れ
た
調
査
の
報

告
書「
大
原
町
布
施
城
址
所
在
調
査
報
告

書
」に
よ
れ
ば
、布
施
殿
台
城
跡
は
戦
国
時

代
の
城
跡
で
、
城
主
と
し
て
狩
野
氏
が
想

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

一宮町長
馬淵�昌也
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町
長
コ
ラ
ム

町
長
コ
ラ
ム

一
宮
の
歴
史

一
宮
の
歴
史

▲小児守観世音菩薩の石碑
　　（いすみ市下布施）

先
日
、
千
葉
日
報
の「
忙
人
寸
語
」（
９
月

24
日
）に
、
心
引
か
れ
る
記
事
が
載
っ
て
い

ま
し
た
。「
忙
人
寸
語
」は
、
朝
日
新
聞
な
ら

「
天
声
人
語
」に
あ
た
る
、記
者
の
方
の
短
い

エ
ッ
セ
イ
の
欄
で
す
。そ
れ
は
、「
県
内
の
と

あ
る
門
前
町
で
、「
千
葉
の
本
あ
り
ま
す
」と

い
う
張
り
紙
を
目
に
し
た
。
町
並
み
に
溶
け

込
ん
だ
古
い
書
店
。
興
味
を
そ
そ
ら
れ
店
に

入
る
と
、
約
40
年
前
に
地
元
の
郷
土
史
研
究

会
が
発
刊
し
た
本
が
あ
っ
た
。」と
は
じ
ま

る
、
町
の
本
屋
さ
ん
の
魅
力
と
底
力
の
強
さ

を
語
っ
た
素
敵
な
一
文
で
し
た
。

町
も
お
店
の
名
前
も
明
記
し
て
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
宮
町
の
方
で
あ
っ
た
ら
、
直
ち
に�

一
宮
の
、
玉
前
神
社
門
前
の
三
芳
堂
さ
ん
の

こ
と
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
記
者
の
方
が
見
つ

け
ら
れ
た
の
は
、『
ふ
る
さ
と
』と
い
う
、
一

宮
の
歴
史
に
つ
い
て
の
本
で
し
ょ
う
。
記
者

の
方
は
、「
地
元
作
家
の
著
作
も
あ
る
ら
し

く
、
郷
土
の
文
化
発
信
地
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
実
感
し
た
」と
記
し
、「
老
舗
店
で

は
郷
土
の
本
と
の
思
わ
ぬ
出
合
い
が
あ
る
の

も
醍
醐
味
だ
」と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
わ

た
く
し
は
、
こ
の
記
者
の
方
の
感
想
に
ま
っ

た
く
同
感
で
す
。

三
芳
堂
さ
ん
に
は
、
店
頭
の
張
り
紙
ど
お

り
、
地
元
長
生
・
一
宮
関
係
の
本
の
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
わ
た
く
し
も
以
前
か
ら
沢
山

購
入
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
古
い
絵
図
の

復
刻
版
や
写
真
集
な
ど
も
あ
り
、
記
事
に
も

あ
る
と
お
り
、伺
う
た
び
に〝
わ
く
わ
く
感
〟

を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
、多
く
の
方
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、

大
規
模
古
本
店
な
ど
で
本
を
購
入
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
わ
た
く

し
は
、
地
元
に
地
域
密
着
の
意
識
を
明
確
に

持
っ
た
書
店
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
本
当
に

大
き
な
宝
物
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
屋
さ

ん
と
い
う
の
は
、
単
に
お
店
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
て
、
小
さ
い
な
が
ら
、
地
域
文
化
の

発
信
セ
ン
タ
ー
な
の
で
す
。
わ
た
く
し
は
、

茂
原
で
は
残
念
な
が
ら
消
滅
し
て
し
ま
っ

た
町
の
本
屋
さ
ん
が
、
一
宮
で
は
な
お
も
力

強
く
存
続
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
、
強
い

誇
り
を
感
じ
ま
す
。

ネ
ッ
ト
の
台
頭
や
活
字
離
れ
で
、
全
国
的

に
消
滅
し
つ
つ
あ
る「
町
中
の
本
屋
さ
ん
」。

多
く
の
皆
さ
ん
、
特
に
小
学
校
・
中
学
校
・

高
校
の
若
い
皆
さ
ん
が
、「
町
中
の
本
屋
さ

ん
」に
お
も
む
き
、
本
の
手
触
り
を
感
じ
つ

つ
、
そ
こ
に
し
か
な
い
特
別
な
香
気
を
感
じ

る
機
会
を
持
た
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

No.76

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　「
上か

ず

総さ

広ひ
ろ

常つ
ね

の

�
実
像
を
探
る
（
19
）」



10
月
７
日
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互

会
社
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
、
目
録
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
寄
付
は
、
明
治
安
田
生
命
が
実

施
し
て
い
る「
地
元
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
一
環
で
、
健
康
増
進
や
暮
ら
し
の

充
実
を
目
的
と
し
て
い
る「
私
の
地
元
応

援
募
金
」と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

い
た
だ
い
た
寄
付
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
増
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

�����������【
問
合
せ
】総
務
課　
☎（
42
）２
１
１
２

近
年
、
門
松
カ
ー
ド
を
飾
る
家
庭
が

減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
例
年
行
っ

て
い
た
、
回
覧
に
よ
る
配
布
を
実
施
せ

ず
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
方
法
に
変
更
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
出
来
な
い
方
に
は
、

産
業
観
光
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※�
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

https://w
w
w
.tow

n.ichinom
iya.

chiba.jp/m
achizukuri/ringyo/10.htm

l

【
問
合
せ
】

　

産
業
観
光
課　
☎（
42
）１
４
２
８

令
和
４
年
度
か
ら
10
年
計
画
で
新
た

な『
一
宮
町
史
』の
編
さ
ん
事
業
を
開
始

し
ま
す
。

10
月
16
日
、第
１
回
の
編
さ
ん
委
員
会

議
が
開
催
さ
れ
、
正
式
に
委
員
会
が
発

足
し
ま
し
た
。
10
月
現
在
の
委
員
は
下

記
の
７
人
で
、
今
後
さ
ら
に
３
人
が
委

嘱
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、今
回
の
会
議
で
主
に
次
の
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

・�

編
さ
ん
委
員
長
に
吉
田　

正
人
氏
、副

委
員
長
に
中
村　

政
弘
氏
を
選
出

・�

新
た
な『
一
宮
町
史
』
の
名
称
は『
新

編
一
宮
町
史
』

・�

編
さ
ん
基
本
方
針
、
編
さ
ん
計
画
が

決
定

会
議
の
様
子
や
進
捗
状
況
は
12
月
に

刊
行
す
る
予
定
の「
新
編
一
宮
町
史
編
さ

ん
だ
よ
り
」３
号
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
編
さ
ん
基
本
方
針
な
ど
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、町
史
編
さ
ん
に
関
す
る
ご
意
見

や
ご
要
望
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎（
42
）１
４
１
６

�

（
42
）１
４
２
４

syakai@
tow
n.ichinom

iya.chiba.jp

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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▲（左）町長（右）茂原南営業所　米澤所長

こ
こ
ろ
温
ま
る
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

門
松
カ
ー
ド
の
配
布
方
法

を
変
更
し
ま
す

一
宮
町
史
編
さ
ん
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た

『新編 一宮町史』編さん委員会　委員（敬称略）
氏　名 所　属 分　野

1 外
と

山
やま

　信
しん

司
じ 千葉市立郷土博物館総括主任研究員 中　世

2 滝
たき

川
がわ

　恒
つね

昭
あき 千葉経済大学非常勤講師 中　世

3 菅
すが

根
ね

　幸
ゆき

裕
ひろ 千葉経済大学経済学部教授 近　世

4 宮
みや

間
ま

　純
じゅん

一
いち 中央大学文学部教授 近　代

5 中
なか

村
むら

　政
まさ

弘
ひろ 四街道市史編さん主任 近現代

6 吉
よし

田
だ

　正
まさ

人
ひと 筑波大学大学院人間総合研究科教授 自然史

7 鈴
すず

木
き

　庄
しょう

一
いち 睦沢町教育委員会 郷土史
任期：10月16日～令和6年3月31日



◆
令
和
４
年
度
上
半
期
執
行
状
況

　
４
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
予
算

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
財
産

　
・
土
地　
　
１
万
４
５
９
３
㎡

　
・
建
物　

�

（
火
葬
棟
）３
７
１
・
７３
㎡

　
　
　
　
　

�

（
待
合
棟
）４
１
９
・
6７
㎡

　
・
車
両　
　

２
台

　
・
基
金　
　
３
９
０
２
万
９
０
０
０
円

【
問
合
せ
】一
宮
聖
苑
組
合　
事
務
局

�

☎（
42
）１
４
３
０

　
一
宮
聖
苑
は
、一
宮
聖
苑
組
合
圏
内
で

あ
る
一
宮
町
、
長
生
村
、
睦
沢
町
、
白
子

町
、岬
町（
現
い
す
み
市
の
旧
岬
町
地
域
）

の
住
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
昭
和
60

年
に
完
成
し
、
同
５
市
町
村
の
分
担
金
に

よ
る
共
同
出
資
と
一
宮
聖
苑
使
用
料
な
ど

で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

◆
令
和
３
年
度
決
算
状
況

　
歳
入
６
８
８
９
万
３
１
２
０
円
、
歳
出

６
５
５
８
万
７
９
７
円
と
な
り
、
歳
入
歳

出
差
引
残
額
は
３
３
１
万
２
３
２
３
円
で

し
た
。

●
財
産

　
・
土
地　
　
１
万
４
５
９
３
㎡

　
・
建
物　

�

（
火
葬
棟
）３
７
１
・
７３
㎡

　
　
　
　
　

�

（
待
合
棟
）４
１
９
・
6７
㎡

　
・
車
両　
　
２
台

　
・
基
金　
　
３
９
０
２
万
９
０
０
０
円

●
実
績

　
・
火
葬
件
数　
７
０
１
件

歳　　入 決算額（円） 比率（％）

分担金及び負担金 47,297,000 68.7

使用料及び手数料 11,499,000 16.5

財　 産　 収　 入 530 0.1

繰 　 越 　 金 5,911,176 8.6

諸 　 収 　 入 4,185,414 6.1

繰 　 入 　 金 0 0.0

計 68,893,120 100.0

歳　　入 予算額
（千円）

収入済額
（千円）

収納率
（％）

分担金及び
負 担 金 52,439 41,950 80.0

使 用 料 及
び 手 数 料 10,584 5,076 48.0

財産収入 1 0 0.0

繰 越 金 1,500 0 0.0

諸 収 入 4,190 4,155 99.2

繰 入 金 1 0 0.0

計 68,715 51,181 74.5

歳　　出 予算額
（千円）

支出済額
（千円）

執行率
（％）

議会費 207 0 0.0

総務費 31,157 7,794 25.0

衛生費 36,865 6,842 18.6

予備費 486 0 0.0

計 68,715 14,636 21.3

歳　　出 決算額（円） 比率（％）

議 会 費 221,045 0.3

総 務 費 28,839,539 44.0

衛 生 費 36,520,213 55.7

予 備 費 0 0.0

計 65,580,797 100.0

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
な
ど
の
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町
民
の
皆

さ
ん
に「
い
ち
の
み
や
地
域
応
援
券
」を

配
布
し
ま
す
。

◆�

対
象
者　
11
月
１
日
現
在
、
町
に
住
民

登
録
が
あ
る
方

※�

商
品
券
の
発
送
ま
で
に
死
亡
・
転
出
さ

れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

◆�

内
容　
１
人
あ
た
り
３
，
０
０
０
円
分

の
地
域
応
援
券

　
（
券
面
金
額　
５
０
０
円
の
商
品
券
６
枚
）

・
一
般
商
店
専
用
券　
２
，５
０
０
円
分

・
大
型
一
般
商
店
併
用
券　
５
０
０
円
分

◆
配
布
日　
11
月
下
旬
か
ら
順
次
発
送

※�

世
帯
主
宛
て
に
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま

す
。

◆
使
用
期
限

　
令
和
５
年
２
月
20
日（
月
）ま
で

【
問
合
せ
】

　
産
業
観
光
課　
☎（
42
）１
４
２
７

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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一
宮
聖
苑
組
合
の
令
和
３
年
度
決
算
状
況
と

令
和
４
年
度
上
半
期
執
行
状
況
を
公
表
し
ま
す

地
域
応
援
券
を
配
布
し
ま
す



【
相
談
窓
口
】

・
千
葉
県
女
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
３（
２
０
６
）８
０
０
２

　
※
24
時
間
対
応

・
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
♯
８
０
０
８

　
※
24
時
間
対
応

・�

性
犯
罪
、
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
♯
８
８
９
１

・
Ｄ
Ｖ
相
談
＋（
プ
ラ
ス
）［
内
閣
府
］

　
☎
０
１
２
０（
２
７
９
）８
８
９

　
※�

24
時
間
通
話
料
無
料
。
メ
ー
ル（
24

時
間
）や
チ
ャ
ッ
ト（
正
午
か
ら
午

後
10
時
）で
も
受
付

【
問
合
せ
】子
育
て
支
援
課

�

☎（
42
）１
４
１
５

里
親
制
度
を
一
般
の
方
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
里
親
委
託
の
推

進
を
目
的
と
し
て
里
親
制
度
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

里
親
に
な
り
た
い
方
、
里
親
に
つ
い
て

◆
児
童
虐
待
と
は

　

親
な
ど
の
保
護
者
が
、
児
童
の
身
体
や

精
神
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
の
成
長
お
よ
び
人
格
形
成
に
重
大
な

悪
影
響
を
与
え
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
の
種
類

・
身
体
的
虐
待

　
殴
る
、蹴
る
、激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

・
心
理
的
虐
待

　

�

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ

い
間
で
の
差
別
、
子
ど
も
の
前
で
家
族

に
暴
力
を
ふ
る
う（
Ｄ
Ｖ
）な
ど

・
養
育
の
怠
慢
・
拒
否（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

�

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
食
事
を
与

え
な
い
、ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
な
ど

・
性
的
虐
待

　

�

性
的
行
為
の
強
要
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

の
被
写
体
に
す
る
な
ど

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発

見
し
た
ら
、
下
記
ま
で
通
告
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

通
告
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
通
告
者
や
内
容
に
関
す
る
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

【
通
告
窓
口
】

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

�

１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

・
子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番

　
☎
０
４
３（
２
５
２
）１
１
５
２

　
※
24
時
間
・
３
６
５
日
対
応

・
子
育
て
支
援
課　
　
☎（
42
）１
４
１
５

・
東
上
総
児
童
相
談
所　
☎（
2７
）１
７
３
３

　
11
月
25
日
は「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤

廃
国
際
日
」で
す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、

売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
性
暴
力
を
、
な

く
そ
う
」で
す
。
性
暴
力
は
年
齢
を
問
わ

ず
、
配
偶
者
だ
け
で
な
く
身
近
な
人
や
、

交
際
相
手
な
ど
か
ら
も
お
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け
に
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、
暴
力
の

な
い
社
会
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
知
り
た
い
方
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
の
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
と
き

12
月
18
日（
日
）※
要
予
約

午
後
１
時
～
３
時

◆
と
こ
ろ　
茂
原
市
二
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
茂
原
市
国
府
関
１
６
８
３
）

◆
定
員　
60
人

※�

定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
申
込
み

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、

G
oogle

フ
ォ
ー
ム
か
ら
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ち
ば

　
「
オ
レ
ン
ジ
の
会
」

�

　
☎
０
４
７
０（
28
）４
２
８
８

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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里
親
制
度
説
明
会
を
開
催

⓫
月
は
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
で
す

⓫
月
⓬
日
～
㉕
日
は「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す

▲ＤＶ相談＋（プラス）

▲QRコード



近
年
、
患
者
数
の
増
加
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

◆
と
き　
11
月
2０
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

◆
と
こ
ろ　

�

ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

２
階�

ロ
イ
ヤ
ル

�

（
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
８-

５
）

◆
内
容

１
．
演
題　
「
腎
不
全
よ
も
や
ま
ば
な
し
」

　
　
講
師　

�

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機

能
推
進
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）

千
葉
病
院�

腎
臓
内
科

　
　
　
　
　
医
長　
杉
原�

裕
基�

先
生

２
．
演
題　
「
慢
性
腎
臓
病
の
食
事
療
法
」

�

～
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
予
防
し
よ
う
～

　
　
講
師　

�

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機

能
推
進
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）

千
葉
病
院�

副
栄
養
管
理
室

長��

管
理
栄
養
士

　
　
　
　
　
白
田�

有
希�

先
生

３
．
医
療
相
談
会（
質
疑
応
答
）

◆
定
員　
8０
人

※
入
場
無
料
。申
込
不
要

【
問
合
せ
】特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
千
葉
県
腎
臓
病
協
議
会

　
☎
０
４
３（
２
５
６
）４
６
６
１

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
と
は
、
ご

自
身
で
書
い
た
遺
言
書
を
法
務
局
に
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

遺
言
書
を
法
務
局
に
預
け
る
こ
と
で
、

遺
言
書
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
書
き

換
え
ら
れ
た
り
す
る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
法
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問�

合
せ
】

　
千
葉
地
方
法
務
局
茂
原
支
局

　
☎（
24
）２
１
８
８

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津
は
国
が
設

置
、運
営
す
る
公
共
職
業
訓
練
施
設
で
す
。

求
職
者
の
方
々
が
再
就
職
に
有
利
に
な
る

専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
た
め

の
職
業
訓
練
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　
離
職
中
ま
た
は
転
職
を
考
え
て
い
る
方

◆
募
集
科

　

�

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
機
械
加
工
科
３
月
生（
６
か

月
訓
練
）

◆
内
容

　

�

金
属
加
工
の
仕
事
に
必
要
な
Ｃ
Ａ
Ｄ
ソ

フ
ト・工
作
機
械
の
使
い
方
を
学
ぶ
。

◆
募
集
期
間
　
12
月
12
日（
月
）か
ら

�

令
和
５
年
１
月
25
日（
水
）

◆�

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
の
み
自

己
負
担
１
万
円
程
度
）

◆
見
学
会
　
毎
週
火
曜
日　
午
後
１
時
～

　
※
要
予
約

【
問
合
せ
】

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津　
訓
練
課

　
（
君
津
市
坂
田
４
２
８
）

　
☎
０
４
３
９（
5７
）６
３
１
３

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
君
津

受
講
生
募
集
～
あ
な
た
の
就

職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
～

これは有料広告です

第
㉝
回　
腎
臓
病
を
考
え

る
会
を
開
催

知
っ
て
い
ま
す
か

～
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
～

▲ＨＰ



洞
庭
湖
周
辺
の
里
山
で
は
、
秋
の
草

花
、
と
り
わ
け
野
菊
が
賑
や
か
な
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
洞
庭
湖
は
、
江
戸
時
代
に

一
宮
藩
主
の
加
納
久ひ

さ
徴あ
き
らに

よ
っ
て
作
ら
れ

た
、農
業
用
の
た
め
池
で
す
。

一
宮
川
以
北
の
九
十
九
里
平
野
の
水
田

は
利
根
川
か
ら
両
総
用
水
が
引
か
れ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
一
宮
川
以
南
の
水

田
は
、
洞
庭
湖
や
周
辺
の
た
め
池
の
水
に

よ
っ
て
灌か

ん
漑が
い
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

洞
庭
湖
に
は
松
子
川
の
水
が
流
れ
こ
み

ま
す
。
そ
し
て
、
下
流
の
水
田
の
水
路
に

は
メ
ダ
カ
や
ヌ
マ
エ
ビ
、
時
に
は
ウ
ナ
ギ

の
幼
魚
な
ど
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
も
し
か
し
た
ら
、
松
子
の
メ
ダ
カ
も

流
れ
着
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
つ
な
が
り
を
考
え
な
が
ら
秋
の
里
山

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
増
田　
☎
０
９
０（
８
０
４
５
）０
６
０
６

　
小
池　
☎
０
７
０（
４
０
２
７
）７
０
９
８

　

Facebook

「
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。　

会
員
募
集
中
！

　

出
生
届
出
時
と
２
歳
に
達
す
る
年
度
に

お
む
つ
用
ご
み
袋
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
児
童
が
い
る
家
庭
で
、
２
歳
に

達
す
る
年
度
分
の
お
む
つ
用
ご
み
袋
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、
令
和
５
年
３
月

３1
日（
金
）ま
で
に
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の

う
え
、
子
育
て
支
援
課
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
対
象
児
童�

令
和
２
年
４
月
２
日
か
ら

�

令
和
３
年
４
月
１
生
ま
れ

【
問
合
せ
】　

　
子
育
て
支
援
課　
☎（
42
）１
４
１
５

ホームページや広報いちのみやに広告を掲載

しませんか  

有料広告募集中！！

詳細は、ホームページまた
は下記までお問い合わせ
ください。
【問合せ】企画広報課

☎（42）2113

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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これは有料広告です

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

『
田
ん
ぼ
の
水
路
に
も
松
子
の
メ
ダ
カ
！
』

乳
幼
児
の
お
む
つ
用
ご
み
袋
の

受
け
取
り
は
お
済
み
で
す
か



まずは相談してみませんか？
　　　　　～12月相談日～

・とき　12月1日（木）
　　　　午前10時から午後3時
・ところ　中央公民館　視聴覚室
・対象　町内在住または在勤の方
【問合せ】総務課　☎（42）2112

・とき　12月8日（木）
　　　　午後1時30分から5時
　　　　1組　30分
【問合せ】
　企画広報課　☎（42）2113

・とき　12月20日（火）
　　　　午後1時30分から3時30分
・ところ　保健センター小会議室
・対象　町内在住または在勤の方
【問合せ】総務課　☎（42）2112

・とき　12月22日（木）
　　　　午前9時から正午
・ところ　一宮町社会福祉協議会
・対象　町内在住の方
【問合せ】
　社会福祉協議会　☎（42）3424

【人権相談】
　人権に結びつく相談
　例）差別、パワーハラスメント、
　　セクシャルハラスメントなど
【行政相談】
　�国の行政全般についての相談や意
見・要望の受付

　町民の皆さんが日ごろ感じてい
る町政に対する提言・要望・意見
など「生の声」を直接町長がお聴き
します。
※�電話や企画広報課窓口で随時予
約できます。（平日のみ）

【予約受付開始日時】
11月16日（水）
午前8時30分から

※�電話や総務課窓口で予約できま
す。（平日のみ）

【相談内容】

　日常生活上の悩みや心配ごと
　例）�暮らしや住まい、家族に関す

ることなど

※相談は無料です。秘密は守られます。
※�新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止などの理由により中止する
場合は、町ホームページなどでお知らせします。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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そのほか介護や子育てに関する相談やお困りごとについて、随時�
受け付けています。また、どこに相談したら良いか分からない場合
などお気軽にお問い合わせください。
� 【問合せ】　企画広報課　☎（42）2113

【予約不要】
人権行政
相談

【要予約】
町長室
開放日

【要予約】
弁護士
による
法律相談

【予約不要】
心配ごと
相談
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町
民
ス
ポ
ー
ツ
情
報

町
民
ス
ポ
ー
ツ
情
報
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子
育
て
支
援
情
報

子
育
て
支
援
情
報

子
育
て
支
援
情
報

お　　知　　ら　　せ
公立いちのみや保育所

子どもたちの笑顔あふれるいちのみや保育所では、入所前の親子の皆さんを対象
に保育所を開放しています。広いお庭で遊んだり、行事に一緒に参加しませんか？
お気軽にお申し込みください。（新型コロナウイルス感染症の感染拡大などの理由に
より中止する場合があります。）

【予約・問合せ】
いちのみや保育所
　　☎ (42)2514

映画会
親子でいらっしゃいませんか？
◆と　き　12月21日（水）
　　　　　午前10時から
◆内　容　『サンタのオモチャ工房』
　　　　　ほか

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　12月2日（金）
　　　　　午前10時から正午
※要予約（月〜金曜日）

園庭開放
　町内４か所の保育施設で園庭を開
放しています。詳しくは各施設にお
問い合わせください。

絵本の貸出をしています
保育所入所前の親子の皆さんを対
象に絵本の貸出をします。

【12月のテーマ】　『クリスマス』
みんな大好き！クリスマスの季節
がやってきました。
サンタクロース、クリスマスツ
リー、プレゼント…　考えるだけで
ワクワクが止まりませんね！今月は
そんなクリスマスシーズンにぴった
りな絵本をたくさん集めてみまし
た。ぜひお気に入りの一冊を見つけ
てみてはいかがでしょうか。
◆と　き　午前９時から午後４時
　（月〜金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
　（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所
　　　　　親子教室「ひよこ組」
　育児・栄養相談・看護師による身
体計測も行っています。ぜひお気軽
に遊びに来てください。
◆と　き　12月6日（火）５組
　　　　　12月20日（火）５組
　　　　　午前10時から11時
　　　　　（午前9時45分から受付）
◆内　容　『もうすぐクリスマス』
※要予約（月〜金曜日）
※�お申し込みは前日までにお願いしま
す。保育所入所前のお子さんでした
らどなたでもご参加いただけます。

子育て支援館「おおぞら」
入園前の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。
園庭で遊んだり、園児と交流したりできます。ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。
開館時間　月〜金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント（要予約）
◆クリスマスを楽しもう　12月20日（火）午前10時から
※イベント参加申込みはQRコードからご予約ください。感染状況により中止する場合があります。
【問合せ】　子育て支援館「おおぞら」　☎（40）1033

地域子育て支援「ちきんえっぐ」
「地域の親子にどんどん遊びに来てほしい。」そんな思いを込めて親子丼の英訳から名付けた“ちきんえっぐ”です。
一宮どろんこ保育園では、園庭開放や自然学校などの各種イベント（要予約）を実施しています。ぜひ、お子さんと一
緒に遊びにきてください。
また、今年度より月に１回保健センターで出前保育を実施しています。
＜12月の出前保育日時＞　12月13日（火）午前10時30分から11時30分（予約不要）
◆親子ふれあい遊び、製作（クリスマス製作）〜ツリーをつくって飾ろう〜
【問合せ】　一宮どろんこ保育園　☎（44）7597

子育て支援室「しおかぜ」
東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催しています。絵本
やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月〜金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント
◆たまカフェ　12月22日（木）午前10時30分から　参加費300円
　毎月ふれあいあそびやリトミック、座談会のテーマを決めてわいわい楽しんでいます。テーマは公式LINEにてお
知らせします。お弁当ご持参大歓迎です。みんなでゆっくりお話ししましょう。�
※感染症などの状況によって二部制または要予約での開催としますので、公式LINEから最新情報をチェックしてください。
【イベントに関する問合せ】�Mommy�way�たまひよ部　☎050（3577）1335　info@mommyway.net
【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　☎（36）7726

イベント申込みはこちら

ちきんえっぐだより



＊今月の１冊＊
「リュウジ式　至高のレシピ　人生で
一番美味しい！基本のレシピ100」

日本で一番売れた料理本！定番料理が
人生最高の味にキマる。邪道で至高な、
ウマさと効率を両立させたレシピ。
台所に立つすべての人の最強の味方。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

17 広報2022.11

※まちの図書室の休館日は裏表紙のカレンダーをご覧ください。
【問合せ】　まちの図書室　☎（42）7799

まちの図書室から　～新着図書紹介～
書　籍　名 著　　者

星屑 村山由佳

ハヤブサ消防団 池井戸潤

掬えば手には 瀬尾まいこ

犬を盗む 佐藤青南

見つけたいのは、光。 飛鳥井千砂

わが植物愛の記 牧野富太郎

その本は 又吉直樹・ヨシタケシンスケ

ウクライナ戦記 宮嶋茂樹

るるぶ縄文

ダーニング刺繍 ミムラトモミ

HP Twitter

【問合せ】　自衛隊　茂原地域事務所（千葉地方協力本部）
　　　　　☎（25）0452　　茂原市町保３－ 217　シティビル２階

自　衛　官　等　募　集
防衛省・自衛隊では、次のとおり自衛官等を募集しています。

募集種目 応募資格 受付期間
（締切日必着） 試験期日（期間） 合格発表 入校 待遇・その他

防陸上自衛
隊高等工科
学校生徒

推
　
薦

男子で中卒（見込
含）17歳未満の
成績優秀かつ生
徒会活動などに顕
著な実績を修め、
学校長が推薦で
きる者

12月２日まで
1次試験：
1月5日～7日
※いずれか1日を指定
します。

令 和 5 年 1月
13日

令和5年
4月上旬

修業年限３年
卒業後は陸上長
卒業後約１年で３等陸
曹

一
　
般
男子で中卒（見込
含）17歳未満

令和5年1月6日
まで

【1次試験】
令和5年1月14日、
15日
【2次試験】
令和5年1月26日
～29日

【1次試験】
令和5年1月20
日
【2次試験】
令和5年2月9
日

自衛官候補生 18歳以上
33歳未満

11月、令和 5年 1月、2月に複数回
を予定しています。
詳細については、お問い合わせくだ
さい。

試験後にお知ら
せします。

令和5年
3 月下旬
～
4月上旬

約3か月の教育終了後、
2等陸・海・空士に任用



保健センターだより

◎胃腸炎とは
胃腸炎とは、ウイルスや細菌に感染することによって、腹痛や嘔吐（おうと）、下痢などの症状
を起こすことを指します。最も頻度の高い胃腸炎はウイルス性であり、その大半はロタウイル
スとノロウイルスであるとされています。症状は、食欲不振、悪心、嘔吐、腹部の痙攣、下痢な
どがあります。

◎嘔吐・下痢時の脱水症に注意しましょう
子どもの身体は、大人に比べて必要とされる水分の割合が多く、また水分を調節する機能もま
だ未熟なために、少しの嘔吐や下痢でも脱水症をおこす可能性があります。

◎経口補水療法（ORT）
軽症〜中等症の脱水がある場合の初期治療として、点滴よりもORTが推奨されます。嘔吐や
下痢の症状が始まったら、速やかに自宅で開始することが推奨されます。すでに嘔吐や下痢で
失われた水分(不足分)を4時間以内に経口補水液（ORS）を飲ませて取り戻します。目安は5０
〜 100ｍL×体重（kg）です。一気に飲むと吐いてしまうので、ティースプーンに1杯程度の
量を少しずつ飲ませましょう。

◎こんな症状の場合には小児科医に診てもらいましょう
　＜重症な脱水のサイン＞
・時間とともに調子が悪化する（顔色・口の中の乾燥など）
・時間とともに徐々に目が落ちくぼんでくる
・呼吸が速い、荒い
・手足が冷たい
・24時間経っても、嘔吐が止まらない
・オムツからあふれるくらいの水様下痢が1日5回以上ある
・過敏（不機嫌であやしても落ち着かない、ずっと泣いている）
・反応に乏しい（ずっとウトウトしている）

　＜胃腸炎以外の重症な病気を疑うサイン＞
・黄色や緑色の嘔吐、もしくは血液性の嘔吐
・腹痛がある時とない時が周期的にくる
・痛みで泣き叫ぶ、歩くと響くなどの強い腹痛
・血便（イチゴジャムのような便）　黒色便（タール状の便）
※このような症状がみられたら、すぐに受診しましょう。

【問合せ】福祉健康課（保健センター）　☎（4０）1055

子どもの急性胃腸炎

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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●�高齢者の介護に関する相談やお困りのことがありましたら、地域包括支援センターにお気軽に
ご相談ください。� 【相談・問合せ】地域包括支援センター　☎（40）1055

地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です
保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員が中心になり、地域で暮らす皆さんがいつまで
も住み慣れた地域で生活出来るようにさまざまな面から総合的に支援します。
介護・医療・福祉などの関係機関と協力し、地域のみなさんの健康・生活・財産・権利な
どを守るために置かれている総合相談機関です。

地域包括支援センターではこんなことを行います

◆介護予防ケアマネジメント
要支援１、２および事業対象者の介護予防ケアプランの作成、生活機能が低下している方の
総合事業の利用を支援します。

◆権利擁護
高齢者虐待の防止や早期発見、振り込め詐欺や悪質商法の被害の防止や実際に被害に遭っ
てしまった際は消費生活センターなどの関係機関と協力して問題解決していきます。また、判
断能力が衰えた場合に備えて成年後見制度の利用手続きなどを支援します。

◆包括的、継続的ケアマネジメント
適切なサービスが提供されるようにケアマネジャーへの支援・指導や助言を行い、必要な
時には、医療機関など関係機関との調整を行います。

◆総合相談支援
高齢者に関するさまざまな相談を受け、相談
に対して適切なサービスの紹介や必要な情報を
提供します。

地域包括支援センターを紹介します

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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すまいる介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます



【問合せ・予約受付】地域包括支援センター　☎（40）1055
＊予約受付時間　午前8時30分から午後５時15分（平日のみ）

脳いきいき教室（認知症予防教室）を開催します！

【会場】保健センター【定員】15人
日　程 内　容 時　間 予約開始日

12月1３日（火） 簡易認知機能検査
ストレッチ・コグニサイズ 1３：３０〜 15：３０

11月29日（火）
令和5年
1月17日（火）

工作
ストレッチ・筋力トレーニング 1３：３０〜 15：３０

☆３密を避けるため、対象地区の教室のみご参加ください。また、予約制で行います。
　定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受け付けます。
☆新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止する場合があります。

12月　けんこう運動教室の日程 お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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☆認知症の理解と予防を目的とした教室を開催します。
☆『誰でも』、『気軽に』、『毎日できる』脳を元気にするための生活の工夫やトレーニングを一緒に学びませんか？
☆定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受け付けます。（次回2月開催予定）
☆新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止する場合があります。
～対象者～
・65歳以上　・下記のチェックリスト項目で1点以上の方
・チェックリストが0点でも認知症予防に興味のある方　・2日間の日程で両日参加できる方
　　　◇◇認知症予防のチェックリスト◇◇
①周りの人から『いつも同じことを聞く』など物忘れがあると言われていますか？�はい（1点）・いいえ（0点）
②自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか？� はい（0点）・いいえ（1点）
③今日は何月何日か分からない時がありますか？� はい（1点）・いいえ（0点）

※けんこう運動教室は、①または②の時間いずれかでご予約ください。
【問合せ・予約受付】　地域包括支援センター　☎（40）1055
　　　　　　　　　　＊予約受付時間　午前8時30分から午後５時15分（平日のみ）

教室名 対象者 日　程 内　容 時　間 定員 予約開始日
けんこう
運動教室

【会場】
保健センター

１〜 17区・ 船�
頭給・新地・海
岸・宮原・新浜
（一宮住所）

9日(金)
筋力バラン
スアップ体
操

①1３：００ 〜 14：００
（受付12：45 〜） 2０人

12月２日（金）②14：３０ 〜 15：３０
（受付14：15 〜） 2０人

15日(木) 貯筋体操
①1３：００ 〜 14：００
（受付12：45 〜） 2０人

12月８日（木）②14：３０ 〜 15：３０
（受付14：15 〜） 2０人

20日(火) 音楽療法
①1３：００ 〜 14：００
（受付12：45 〜） 2０人

12月1３日（火）②14：３０ 〜 15：３０
（受付14：15 〜） 2０人

東浪見
けんこう運動教室
【会場】
東浪見
コミュニティセンター

東浪見地区・新
浜（東浪見住所） 12日(月) 元気アップ体操

1０：００ 〜 11：３０
（受付9：45 〜） 1０人 12月５日（月）

21日(水) 筋力アップ体操
1０：００ 〜 11：３０
（受付9：45 〜） 1０人 12月14日（水）



【問合せ・郵送先】福祉健康課　☎（40）1055
　　　　　　　　〒299-4396　一宮2461　一宮町保健センター　福祉健康課健康係

HPVワクチン（子宮頸がんワクチン）任意接種の接種費用助成
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　HPVワクチン（子宮頸がんワクチン）の接種について、積極的勧奨を差し控えていたことによ
り、定期予防接種の機会を逃し、対象年齢を過ぎて任意接種（自費接種）を受けた方に、接種費用
を助成します。
◆対象者
　以下の1から4の全てに該当する、平成9年4月2日から平成17年4月1日生まれの女性
　1�. 令和4年4月1日時点で町に住民登録がある
　2�. 16歳となる日の属する年度末日までにＨＰＶワクチンの定期接種において３回の接種を
完了していないこと

　3�. 17歳となる日の属する年度の初日から令和4年3月３1日までに国内の医療機関でＨＰＶ
ワクチン（サーバリックス（2価）、ガーダシル（4価））を受け、接種費用を負担した方

　4�. 令和4年4月1日以降、償還払いを受けようとする接種回数分について、キャッチアップ
接種によるヒトパピローマウイルス感染症に係る接種を受けていない

◆助成額　医療機関に支払った接種費用　※交通費や宿泊費、文書料などは助成対象外
◆申請期限　令和7年3月３1日
◆申請方法　郵送または福祉健康課に申請関係書類を提出してください。
　※�申請書などは、福祉健康課窓口でお受け取りいただくか、町ホームページから印刷してくだ
さい。

保健センター
12 月 の行事

※�新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、延期または中止する場合
があります。詳しくは福祉健康課にお問い合わせください。

【問合せ】　福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内　　容　・　対　　象 場　所

２ 歳 児 歯 科 健 診
9日（金） 対象者には別途通知します。

3 歳 児 健 診

献 血 19日（月）

10：00〜 11：45 ～�ご協力をお願いします�～
16歳から69歳までの希望者
※骨髄バンク登録会、パネル展
「いのちの輝き展」を同時開催します。13：00〜 16：00

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 20日（火） 9：00〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

乳 児 相 談 21日（水） 対象者には別途通知します。

親子ふれあい教室（予約制） 22日（木）
9：30〜 10：30 あそびの教室（定員10人）

1歳児と保護者（きょうだいの参加可）

10：45〜 11：45 あそびの教室（定員10人）
0歳児と保護者（きょうだいの参加可）

あ そ び の 広 場
1日（木）・2日（金）・5日（月）・6日（火）・7日（水）
8日（木）・12日（月）・13日（火）・14日（水）
15日（木）・16日（金）・19日（月）・23日（金）
26日（月）・27日（火）

9：30〜 12：00
13：00〜 16：00
乳幼児と保護者

保
健
セ
ン
タ
ー



ゴミ収集コース
（１区～ 10区）　 （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　 （綱田～新熊・新浜）

： 休日当番医（9：00 ～ 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119 にお問い合わせ
するか、長生郡市広域市町村圏組合（https://choseikouiki.jp/kyuujitsutouban/）をご確認ください。

（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

当

●
１コース ２コース ３コース

いちのみや
広報カレンダー 2022

いちのみや 1212
※カレンダーは 12月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
人権行政相談

子育て相談室「コアラ組」

4 5 6 7 8 9 10
親子教室「ひよこ組」 町長室開放日

当�もといハッピークリニック
☎（36）3537

11 12 13 14 15 16 17
定例議会 活性肥料の無料配付

（場所：�北部クリーン　）�クリーンプラント

当�あまが台ファミリークリニック
☎（36）7011

18 19 20 21 22 23 24
法律相談
親子教室「ひよこ組」

心配ごと相談

当� 睦沢診療所
☎（44）2236

小中学校終業式

25 26 27 28 29 30 31

当�南洲会長生クリニック
☎（32）1821

当�いちのみやクリニック
☎（42）1616

広報「いちのみや」を
スマートフォンへ
配信します。
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まちの図書室休

まちの図書室休

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

１ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ

3 コ ー ス
資 源 ゴ ミ

３ コ ー ス
燃えないゴミ

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

期日までに納めましょう。 ☎（24）1010
診療科目：内科・小児科
受付時間：
� 19：45～22：45
茂原市八千代1-5-4
� （中央消防署裏）
テレフォン案内
� ☎（24）1011
� （19時～翌朝6時）

♯７００９
医療機関を受診するか�
救急車を呼ぶか迷った�
ときにご相談ください。
平日・土曜日
　18時～翌朝6時
日曜・祝日
　9時～翌朝6時
ダイヤル回線　
� ☎03（6735）8305

♯８０００
お子さんの急な病気で
心配なとき、看護師や�
小児科医が電話でアド
バイスします。

毎日
19時～翌朝6時

ダイヤル回線　
� ☎043（242）9939

今月の納期 夜間急病診療所 救急安心電話相談 こども急病電話相談

固 定 資 産 税（第３期）
国民健康保険税（第6期）
介 護 保 険 料（第6期）
後期高齢者医療保険料（第6期）

12月26日（月）

歳末警戒

まちの図書室休


